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【公表番号】特表2014-509674(P2014-509674A)
【公表日】平成26年4月21日(2014.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-020
【出願番号】特願2014-501661(P2014-501661)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  73/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   73/10     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   79/08     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月4日(2015.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の１つまたは２つの残基、
　少なくとも１つの５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１
，３－ジオン）残基または少なくとも１つの４，４’－（エチン－１，２－ジイル）ビス
（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）残基、
　芳香族ジアミンの少なくとも１つの残基、および
　芳香族非アセチレン性二無水物の少なくとも１つの残基
を含むオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項２】
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体が式（Ｖ）に係る無水物
【化１】

　（式中Ｗは
【化２】

からなる群から選択されるラジカルである）、
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　式（ＶＶ）に係る無水物
【化３】

（式中「ｎ」が１～５の整数であり、
　「ｎ」が１超の整数である場合、Ｒ１０は互いに独立してハロゲン、ニトロ、アリール
、ベンジル、フェノキシ、Ｃ１～４のアルキル、シアノ、トリフルオロメチル、およびベ
ンゾイルからなる群から選択される）、または
　５－（フェニルエチニル）イソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＰＥＰＡ）、５－エチ
ニルイソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＥＰＡ）、５－（３－フェニルプロピオロイル
）イソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＰＥＴＡ）および５－（プロプ－１－イン－１－
イル）イソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＭＥＰＡ）からなる群から選択される無水物
である、請求項１に記載のオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項３】
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体が５－（フェニルエチニル）イソベ
ンゾフラン－１，３－ジオン（ＰＥＰＡ）であり、
　前記オリゴイミドまたはポリイミドが、少なくとも１つの５，５’－（エチン－１，２
－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）残基を含む、請求項２に記載のオ
リゴイミドまたはポリイミド。
【請求項４】
　前記芳香族非アセチレン性二無水物がピロメリト酸二無水物または一般式（ＩＩ）に係
る二無水物

【化４】

（式中、Ｇは、直接の結合またはカルボニル基、メチレン基、スルホン基、スルフィド基
、エーテル基、－Ｃ（Ｏ）－フェニレン－Ｃ（Ｏ）－基、イソプロピリデン基、ヘキサフ
ルオロイソプロピリデン基、３－オキシフェノキシ基、４－オキシフェノキシ基、４’－
オキシ－４－ビフェノキシ基、および４－［１－（４－オキシフェニル）－１－メチルエ
チル］フェノキシ基からなる群から選択される二価の基を表す）
であり、
　前記芳香族ジアミンが、１，４－ジアミノベンゼン、１，３－ジアミノベンゼンおよび
一般式（Ｉ）に係るジアミン

【化５】

（式中、
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　アミノ基が各ベンゼン残基の任意の炭素原子に結合し、
　Ｘが直接の結合または－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（ＣＨ３）２－、－Ｃ（Ｃ
Ｆ３）２－、－ＣＨ２－、３－オキシフェノキシ基、４－オキシフェノキシ基、４’－オ
キシ－４－ビフェノキシ基、および４－［１－（４－オキシフェニル）－１－メチルエチ
ル］フェノキシ基からなる群から選択される部分である）
から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載のオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項５】
　前記芳香族非アセチレン性二無水物が、ピロメリト酸二無水物、４，４’－オキシジフ
タル酸無水物、２，２－ビス－［４－（３，４－ジカルボキシフェノキシ）フェニル］－
プロパン二無水物、３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物、３
，３’，４，４’－テトラカルボキシビフェニル二無水物、４，４’，５，５’－スルホ
ニルジフタル酸無水物、および５，５’－（パーフルオロプロパン－２，２－ジイル）ビ
ス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）からなる群から選択され、
　前記芳香族ジアミンが、４，４’－オキシジアニリン、１，４－ジアミノベンゼン、１
，３－ジアミノベンゼン、１，３－ビス－（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－
ビス－（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、メチレンジアニリン、４，４’－ジアミノジ
フェニルスルホンおよび３，４’－オキシジアニリンからなる群から選択される、請求項
４に記載のオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項６】
　前記オリゴイミドまたはポリイミドが、
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の１つまたは２つの残基、
　少なくとも１つの５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１
，３－ジオン）残基、
　芳香族ジアミンの１以上２０未満の残基、および
　芳香族非アセチレン性二無水物の少なくとも１つの残基
を含み、
　５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）残
基と芳香族非アセチレン性二無水物の残基の合計数が２０未満である、請求項１～５のい
ずれか一項に記載のオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項７】
　前記オリゴイミドまたはポリイミドが、
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の１つまたは２つの残基、
　少なくとも１つの５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１
，３－ジオン）残基、
　芳香族ジアミンの２０以上２００未満の残基、および
　芳香族非アセチレン性二無水物の少なくとも１つの残基
を含み、
　５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）残
基と芳香族非アセチレン性二無水物の残基との合計数が２０以上２００未満である、請求
項１～５のいずれか一項に記載のオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項８】
　前記オリゴイミドまたはポリイミドが、
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の１つまたは２つの残基、
　少なくとも１つの５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１
，３－ジオン）残基、
　芳香族ジアミンの少なくとも２００の残基、および
　芳香族非アセチレン性二無水物の少なくとも１つの残基
を含み、
　５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）残
基と芳香族非アセチレン性二無水物の残基との合計数が少なくとも２００である、
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請求項１～５のいずれか一項に記載のオリゴイミドまたはポリイミド。
【請求項９】
　前記オリゴイミドまたはポリイミドがオリゴイミドであるとき、前記オリゴイミドまた
はポリイミドの重量平均分子量が２，５００～７，５００であり、前記オリゴイミドまた
はポリイミドがポリイミドであるとき、前記オリゴイミドまたはポリイミドの重量平均分
子量が２５，０００～１００，０００である、請求項１～８のいずれか一項に記載のオリ
ゴイミドまたはポリイミド。
【請求項１０】
　無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体、５，５’－（エチン－１，２－ジイル
）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）または４，４’－（エチン－１，２－ジイ
ル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）、芳香族ジアミン、および芳香族非アセ
チレン性二無水物を溶媒中で混合する工程、
　約１～２４時間、約２０℃～１２０℃の温度で混合したモノマーを反応させ、前記無水
物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の残基および５，５’－（エチン－１，２－ジ
イル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）または４，４’－（エチン－１，２－
ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）の残基を含むオリゴ（アミド酸）ま
たはポリ（アミド酸）を得る工程、ならびに
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の残基および５，５’－（エチン－
１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）または４，４’－（エチン
－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）の残基を含む得られたオ
リゴ（アミド酸）またはポリ（アミド酸）を脱水して、オリゴイミドまたはポリイミドを
得る工程、
を含む、オリゴイミドまたはポリイミドを得る方法。
【請求項１１】
　前記脱水が、前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体の残基および５，５’
－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）または４，４
’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）の残基を含
む得られたオリゴ（アミド酸）またはポリ（アミド酸）を加熱することによって行われる
、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体が式（Ｖ）に係る無水物
【化６】

（式中Ｗが
【化７】

からなる群から選択されるラジカルである）、
　式（ＶＶ）に係る無水物
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【化８】

（式中「ｎ」が１～５の整数であり、
　「ｎ」が１超の整数である場合、Ｒ１０は互いに独立してハロゲン、ニトロ、アリール
、ベンジル、フェノキシ、Ｃ１～４のアルキル、シアノ、トリフルオロメチル、およびベ
ンゾイルからなる群から選択される）、または
　５－（フェニルエチニル）イソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＰＥＰＡ）、５－エチ
ニルイソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＥＰＡ）、５－（３－フェニルプロピオロイル
）イソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＰＥＴＡ）および５－（プロプ－１－イン－１－
イル）イソベンゾフラン－１，３－ジオン（ＭＥＰＡ）からなる群から選択される、無水
物
である、請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体が５－（フェニルエチニル）イソベ
ンゾフラン－１，３－ジオン（ＰＥＰＡ）であり、
　前記芳香族非アセチレン性二無水物が５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イ
ソベンゾフラン－１，３－ジオン）（ＥＢＰＡ）である、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記芳香族非アセチレン性二無水物がピロメリト酸二無水物または一般式（ＩＩ）に係
る二無水物

【化９】

（式中、Ｇは、直接の結合またはカルボニル基、メチレン基、スルホン基、スルフィド基
、エーテル基、－Ｃ（Ｏ）－フェニレン－Ｃ（Ｏ）－基、イソプロピリデン基、ヘキサフ
ルオロイソプロピリデン基、３－オキシフェノキシ基、４－オキシフェノキシ基、４’－
オキシ－４－ビフェノキシ基、および４－［１－（４－オキシフェニル）－１－メチルエ
チル］フェノキシ基からなる群から選択される二価の基を示す）であり、
　前記芳香族ジアミンが、１，４－ジアミノベンゼン、１，３－ジアミノベンゼンおよび
一般式（Ｉ）に係るジアミン
【化１０】

（式中、アミノ基が各ベンゼン残基の任意の炭素原子に結合し、
　Ｘが直接の結合または－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（ＣＨ３）２－、－Ｃ（Ｃ
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Ｆ３）２－、－ＣＨ２－、３－オキシフェノキシ基、４－オキシフェノキシ基、４’－オ
キシ－４－ビフェノキシ基、および４－［１－（４－オキシフェニル）－１－メチルエチ
ル］フェノキシ基からなる群から選択される部分である）
から選択される、請求項１０～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記芳香族非アセチレン性二無水物が、ピロメリト酸二無水物、４，４’－オキシジフ
タル酸無水物、２，２－ビス－［４－（３，４－ジカルボキシフェノキシ）フェニル］－
プロパン二無水物、３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物、３
，３’，４，４’－テトラカルボキシビフェニル二無水物、４，４’，５，５’－スルホ
ニルジフタル酸無水物、および５，５’－（パーフルオロプロパン－２，２－ジイル）ビ
ス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）からなる群から選択され、
　前記芳香族ジアミンが、４，４’－オキシジアニリン、１，４－ジアミノベンゼン、１
，３－ジアミノベンゼン、１，３－ビス－（４－アミノフェノキシ）ベンゼン、１，３－
ビス－（３－アミノフェノキシ）ベンゼン、メチレンジアニリン、４，４’－ジアミノジ
フェニルスルホンおよび３，４’－オキシジアニリンからなる群から選択される、請求項
１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記オリゴイミドまたはポリイミドを得るために用いられる前記無水物ベースのアセチ
レンのエンドキャップ体、５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラ
ン－１，３－ジオン）（ＥＢＰＡ）または４，４’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（
イソベンゾフラン－１，３－ジオン）、前記芳香族ジアミン、および前記芳香族非アセチ
レン性二無水物の相対モル量が、それぞれ、
　ジアミン：１．０１～１．２、
　二無水物：０．１～０．９、
　５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）ま
たは４，４’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラン－１，３－ジオン）
：０．１～０．９、および
　無水物ベースのアセチレンのエンドキャップ体：０．０１～０．３、であり、
　ただし、二無水物および５，５’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフラ
ン－１，３－ジオン）または４，４’－（エチン－１，２－ジイル）ビス（イソベンゾフ
ラン－１，３－ジオン）の相対モル量の合計が１に等しい、
請求項１０～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　請求項１０～１６のいずれか一項に記載の方法によって得られる、オリゴイミドまたは
ポリイミド。
【請求項１８】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のオリゴイミドもしくはポリイミド、または請求項
１７に記載のオリゴイミドもしくはポリイミドを含む物品であって、
　前記物品が、エレクトロニクス用のフレキシブルフィルム、ワイヤー隔離、ワイヤーコ
ーティング、ワイヤーエナメル、インク、または耐荷重性構造成分である、物品。
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